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葱
評
と
紹
空
山
中
清
孝
著
『
近
世
武
州
名
栗
村
の
構
造
』
　
我
々
は
、
一
九
八
一
年
、
近
世
武
州
に
関
す
る
大
き
な
研
究
成
果
を
共
有
で
き
た
。
即
ち
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
、
埼
玉
県
名
栗
村
教
育
委
員
会
の
依
頼
に
も
と
づ
き
山
中
清
孝
氏
が
執
筆
さ
れ
た
『
近
世
武
州
名
栗
村
の
構
造
』
と
、
森
安
彦
氏
著
『
幕
藩
制
国
家
の
基
礎
構
造
』
　
（
吉
川
弘
文
館
）
、
大
舘
右
喜
氏
著
『
幕
末
社
会
の
基
礎
構
造
－
武
州
世
直
し
層
の
形
成
1
』
　
（
埼
玉
新
聞
社
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
成
果
の
特
徴
は
、
彼
ら
が
所
属
す
る
近
世
村
落
史
研
究
会
で
、
一
〇
数
年
来
、
共
同
で
取
り
組
ん
で
き
た
武
州
世
直
し
一
揆
研
究
を
中
心
に
ま
と
め
た
点
に
あ
る
。
同
研
究
会
で
は
、
一
九
七
一
・
七
四
年
に
『
武
州
世
直
し
一
揆
史
料
e
・
口
』
　
（
慶
友
社
）
を
刊
行
す
る
な
ど
し
て
、
研
究
の
た
め
の
基
礎
作
業
を
行
な
い
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
研
究
の
成
果
を
機
関
紙
『
近
世
史
藁
』
や
、
他
の
学
術
雑
誌
に
発
表
し
て
き
た
。
さ
ら
に
一
九
七
八
年
に
は
研
究
会
の
成
果
の
中
間
報
告
を
「
幕
末
の
社
会
変
動
と
民
衆
意
識
－
慶
応
二
年
武
州
世
直
し
一
揆
の
考
察
1
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
四
五
八
）
と
題
し
て
行
な
っ
て
い
る
。
右
の
三
著
は
、
こ
う
し
た
同
研
究
会
の
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
り
、
武
州
世
直
し
一
揆
の
研
究
上
、
相
互
の
補
完
す
る
面
を
有
し
つ
つ
も
研
究
は
各
人
の
関
心
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
特
色
あ
る
独
立
し
た
研
究
と
な
っ
て
い
る
。
理
想
的
な
共
同
研
究
と
い
え
よ
う
。
　
さ
て
、
山
中
氏
が
執
筆
さ
れ
た
本
書
の
特
色
は
、
武
州
世
直
し
一
揆
が
最
初
に
生
起
し
た
武
州
秩
父
郡
上
名
栗
村
を
素
材
と
し
て
、
一
揆
蜂
起
の
歴
史
的
前
提
を
村
落
構
造
の
変
動
、
殊
に
世
直
し
一
揆
の
主
体
勢
力
、
半
プ
ロ
層
の
析
出
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
は
一
九
七
〇
年
に
本
大
学
に
「
近
世
山
村
に
お
け
る
農
民
の
階
層
分
化
過
程
－
武
州
秩
父
郡
上
名
栗
村
の
経
済
構
造
分
析
ー
」
と
題
し
て
提
出
さ
れ
た
卒
業
論
文
を
基
礎
に
し
て
お
り
、
か
か
る
意
味
で
は
先
の
三
書
の
中
で
最
も
早
く
骨
格
が
出
来
あ
が
っ
た
も
の
と
言
え
る
。
本
書
の
構
成
は
、
次
の
如
く
で
・
あ
る
。
　
　
は
じ
め
に
序
章
総
説
第
一
章
第
二
章
第
三
章
第
四
章
第
五
章
第
六
章
　
「
は
じ
め
に
」
他
は
新
規
に
書
き
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
名
栗
村
を
愛
す
る
人
の
た
め
に
名
栗
村
の
自
然
環
境
と
そ
の
沿
革
近
世
の
名
栗
村
江
戸
時
代
の
農
民
生
活
騒
動
と
一
揆
上
名
栗
村
の
経
済
構
造
階
層
分
化
に
つ
い
て
武
州
一
揆
に
つ
い
て
　
に
よ
れ
ば
、
第
四
～
六
章
が
卒
論
部
分
に
該
当
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
・
書
き
お
ろ
し
部
分
は
76
江
戸
時
代
の
名
栗
村
の
概
況
や
後
章
の
概
略
で
あ
る
。
か
か
る
点
、
他
の
一
般
書
と
は
構
成
を
異
に
す
る
が
、
本
書
は
自
治
体
よ
り
村
民
へ
の
梶
供
を
第
一
目
的
と
し
て
お
り
、
新
規
の
部
分
は
本
書
講
読
の
た
め
の
導
入
的
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。
こ
こ
に
地
方
自
治
体
に
よ
る
新
た
な
歴
史
編
纂
の
一
つ
の
方
法
が
提
示
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
し
か
し
、
山
中
氏
の
論
述
の
中
心
が
第
四
～
六
章
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
　
第
四
章
「
上
名
栗
村
の
経
済
構
造
」
は
、
江
戸
時
代
を
三
期
に
区
分
し
、
殊
に
生
産
力
の
発
展
、
商
品
流
通
、
農
民
負
担
の
各
視
角
か
ら
分
析
を
加
え
て
い
る
。
時
期
区
分
は
、
第
一
期
を
万
治
～
天
明
期
、
第
二
期
を
寛
政
～
天
保
期
、
第
三
期
を
弘
化
～
明
治
初
期
の
如
く
さ
れ
る
。
ま
た
節
の
タ
イ
ト
ル
も
こ
れ
に
準
じ
て
、
例
え
ば
第
一
節
は
、
第
一
期
（
万
治
～
天
明
期
）
の
経
済
構
造
と
さ
れ
、
三
節
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
節
ご
と
に
内
容
を
要
約
す
る
と
、
第
一
節
は
同
期
の
雑
穀
、
林
産
物
の
生
産
、
新
田
開
発
の
分
析
か
ら
、
生
産
額
の
上
昇
は
見
ら
れ
な
い
点
、
ま
た
自
然
的
条
件
を
克
服
で
き
ず
飢
謹
や
災
害
に
弱
か
っ
た
点
を
指
摘
さ
れ
、
こ
う
し
た
中
で
領
主
収
奪
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
段
階
と
す
る
。
第
二
節
、
寛
政
～
天
保
期
の
経
済
構
造
で
は
農
間
渡
世
の
広
範
な
成
立
、
酒
造
業
の
成
立
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
が
林
産
業
を
背
景
す
る
点
を
指
摘
す
る
。
即
ち
山
地
利
用
が
炭
焼
の
段
階
か
ら
年
賦
山
分
収
林
制
度
の
導
入
に
よ
り
積
極
的
な
林
業
が
成
立
し
、
生
産
活
動
の
活
性
化
、
分
業
化
が
進
ん
だ
点
に
求
め
る
。
ま
た
流
通
販
売
の
面
で
は
、
村
名
主
町
田
氏
が
江
戸
浅
草
へ
材
木
商
と
し
て
進
出
す
る
点
、
ま
た
筏
仲
間
が
町
田
氏
を
中
心
に
結
成
さ
れ
る
点
を
挙
げ
、
産
地
か
ら
江
戸
へ
直
結
し
た
売
込
み
体
制
が
成
立
し
、
こ
れ
が
ま
た
一
層
の
活
性
化
を
も
た
ら
し
、
農
間
余
業
を
も
広
範
に
成
立
さ
せ
た
と
す
る
。
な
お
、
他
に
文
化
期
浅
草
御
蔵
へ
の
根
太
木
納
入
権
と
い
う
特
権
を
獲
得
し
た
点
を
西
川
林
業
の
発
展
へ
と
の
関
わ
り
で
把
え
て
い
る
。
弘
化
～
明
治
初
期
の
経
済
構
造
を
扱
っ
た
第
三
節
で
は
前
出
の
諸
生
産
の
展
開
や
対
外
貿
易
に
伴
い
生
産
関
係
に
諸
矛
盾
を
き
た
し
、
そ
れ
が
貧
富
差
を
拡
大
し
、
ま
た
兵
賦
金
賦
課
と
い
っ
た
よ
う
な
幕
藩
権
力
の
村
民
へ
の
負
担
の
転
化
が
、
権
力
か
ら
の
村
民
離
反
状
況
を
ま
ね
い
た
と
す
る
。
　
第
四
章
で
は
以
上
の
指
摘
が
多
数
の
図
表
を
利
用
し
、
具
体
的
に
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
手
堅
さ
に
敬
服
す
る
。
た
だ
、
気
に
か
か
っ
た
の
は
章
．
節
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。
節
名
に
は
時
期
区
分
し
、
そ
れ
を
利
用
し
、
第
一
期
（
万
治
～
天
明
期
）
の
経
済
構
造
の
如
く
さ
れ
る
点
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
ま
ず
第
一
期
を
な
ぜ
右
の
時
期
と
す
る
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
万
治
（
一
六
五
八
～
六
〇
）
以
前
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
山
中
氏
自
身
も
万
治
以
前
を
特
別
に
区
別
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
と
は
思
え
な
い
、
節
タ
イ
ト
ル
は
各
期
の
経
済
段
階
に
照
応
す
る
よ
う
な
も
の
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
枝
葉
末
節
を
書
き
並
べ
恐
縮
で
あ
る
が
、
本
章
で
上
名
栗
村
の
経
済
構
造
と
題
し
、
生
産
力
の
発
展
・
商
品
流
通
。
農
民
負
担
と
い
っ
た
い
く
つ
も
の
問
題
を
採
り
上
げ
、
そ
れ
を
時
期
区
分
し
て
論
述
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
展
開
が
か
な
り
複
雑
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
第
三
節
で
氏
は
論
述
に
あ
た
り
「
前
節
で
生
産
構
造
77
の
変
化
に
ふ
れ
、
本
節
で
は
そ
れ
に
つ
け
加
え
る
も
の
は
殆
ん
ど
な
い
」
（
一
二
一
頁
）
と
し
て
い
る
点
や
、
実
際
三
節
で
の
記
述
（
第
三
期
）
を
第
二
期
の
展
開
に
よ
っ
て
諸
矛
盾
が
顕
在
化
す
る
時
期
と
規
定
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
論
述
は
充
分
に
な
さ
れ
ず
幕
末
の
諸
産
業
を
概
述
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
経
済
構
造
と
い
っ
た
　
漠
と
し
た
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
種
々
な
問
題
を
記
し
て
い
る
た
め
、
村
々
の
様
子
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
も
の
の
相
互
の
関
連
が
不
明
確
と
な
り
、
氏
の
意
図
が
充
分
に
伝
わ
ら
な
い
。
論
述
の
工
夫
が
必
要
で
あ
っ
た
ろ
う
。
　
第
五
章
は
前
章
を
前
提
と
し
て
、
農
民
層
分
化
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
一
節
で
は
前
章
に
対
応
さ
せ
、
第
一
期
の
村
落
構
造
を
解
明
し
て
い
る
。
こ
こ
で
氏
は
「
名
栗
村
が
正
徳
期
に
な
お
中
世
的
名
体
制
を
な
お
も
存
続
さ
せ
て
い
た
」
　
（
一
七
二
頁
）
と
し
て
、
持
高
の
変
動
が
な
く
、
譜
代
下
人
が
多
数
存
在
し
た
点
か
ら
導
び
き
だ
し
、
天
明
期
ご
ろ
ま
で
か
か
る
体
制
が
存
続
し
た
と
把
え
て
い
る
。
し
か
し
中
世
的
名
体
制
が
存
在
す
る
は
ず
も
な
く
、
ま
た
第
四
六
表
（
一
七
三
頁
）
に
見
ら
れ
る
享
保
期
以
降
の
譜
代
下
人
数
、
家
抱
数
の
減
少
の
理
由
が
明
ら
か
で
な
い
。
こ
れ
ら
の
位
置
付
の
上
に
村
落
構
造
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
石
高
所
持
に
変
化
が
見
ら
れ
、
両
極
へ
分
化
し
始
め
る
の
は
氏
の
い
わ
れ
る
如
く
、
文
化
期
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
二
節
で
は
文
化
～
明
治
初
年
ま
で
の
時
期
を
対
象
に
、
半
プ
ロ
層
の
析
出
過
程
・
存
在
形
態
、
そ
の
対
極
に
あ
る
豪
農
の
経
営
に
つ
い
て
非
常
に
手
堅
く
分
析
さ
れ
て
お
り
、
氏
が
最
も
力
を
注
い
だ
所
と
い
え
る
。
こ
こ
で
氏
は
、
ま
ず
佐
々
木
潤
之
介
氏
が
「
維
新
変
革
の
現
代
的
視
点
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
三
二
二
号
、
一
九
六
七
）
で
提
示
さ
れ
た
豪
農
・
半
プ
ロ
規
定
に
従
い
、
豪
農
・
半
プ
ロ
の
析
出
を
高
所
持
に
み
ら
れ
る
階
層
分
解
、
及
び
質
地
証
文
の
分
析
、
各
家
ご
と
の
生
業
の
解
明
か
ら
行
な
い
、
貧
農
が
小
作
人
、
労
働
力
販
売
者
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
氏
は
半
プ
ロ
層
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。
即
ち
、
奉
公
人
一
般
の
日
雇
化
傾
向
及
び
村
内
に
お
け
る
労
働
力
需
要
の
増
大
を
西
川
林
業
の
発
展
、
豪
農
形
成
と
の
関
連
で
把
え
、
半
プ
ロ
の
存
在
形
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
御
用
金
・
救
価
の
問
題
を
通
じ
て
豪
農
と
領
主
権
力
、
豪
農
と
半
プ
ロ
の
関
係
を
よ
り
豊
か
な
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
解
明
の
上
に
、
豪
農
町
田
家
の
経
営
分
析
を
行
な
う
。
氏
は
町
田
家
の
関
わ
っ
た
諸
産
業
（
炭
商
・
材
木
商
・
酒
造
・
質
屋
・
筏
商
・
地
主
な
ど
）
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
年
間
の
収
支
を
示
し
、
町
田
家
が
黒
字
経
営
を
か
な
ら
ず
し
も
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
喝
そ
の
一
つ
の
原
因
と
し
て
小
作
料
の
滞
納
を
上
げ
て
い
る
。
弘
化
期
に
小
作
人
は
一
〇
〇
人
余
存
在
す
る
が
、
そ
の
内
九
〇
％
余
が
滞
納
者
で
あ
る
。
か
か
る
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
地
主
－
小
作
関
係
が
多
く
結
ば
れ
て
い
っ
た
の
は
、
滞
納
者
に
は
労
働
力
の
提
供
を
求
め
、
そ
の
代
償
と
し
え
た
こ
と
に
よ
る
と
す
る
。
土
地
収
積
状
況
か
ら
み
る
と
天
保
期
ご
ろ
ま
で
は
上
畑
・
中
畑
を
、
そ
れ
以
降
は
植
林
の
た
め
に
下
畑
・
切
畑
を
中
心
に
購
入
し
て
い
る
点
が
明
ら
か
で
あ
り
、
労
働
力
は
こ
う
し
た
点
か
ら
も
判
明
す
る
林
業
労
働
に
不
可
欠
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
章
は
、
豪
農
－
半
プ
ロ
の
関
係
を
単
な
る
予
測
的
な
も
の
と
し
78
て
で
は
な
く
、
非
常
に
緻
密
な
分
析
の
も
と
に
我
々
に
提
示
し
た
も
の
と
言
、
兄
る
。
た
だ
、
山
中
氏
が
前
提
と
し
た
佐
々
木
の
豪
農
－
半
プ
ロ
規
定
は
、
そ
の
後
佐
々
木
氏
自
身
に
規
定
の
変
更
も
あ
り
（
『
世
直
し
』
岩
波
新
書
、
一
九
七
九
年
）
、
従
来
の
も
の
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
き
て
い
る
。
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
少
な
く
て
も
か
か
る
研
究
状
況
に
対
す
る
山
中
氏
自
身
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
第
六
章
は
、
第
四
、
五
章
を
ふ
ま
え
て
武
州
一
揆
に
つ
い
て
述
べ
る
。
な
お
、
武
州
一
揆
に
先
行
す
る
享
保
九
年
の
新
古
両
組
分
離
、
天
明
期
の
荒
所
見
分
反
対
の
闘
争
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
武
州
一
揆
と
の
関
連
で
は
か
な
ら
ず
し
も
把
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
位
置
づ
け
が
不
明
確
な
感
が
す
る
。
武
州
一
揆
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
経
済
・
社
会
・
政
治
状
況
を
全
国
的
視
野
か
ら
把
え
、
そ
の
上
で
名
栗
村
の
状
況
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
一
揆
前
後
に
お
け
る
豪
農
へ
の
日
雇
の
出
労
状
況
も
解
明
し
て
い
る
。
武
州
一
揆
に
お
け
る
諸
階
級
の
対
応
や
経
緯
に
つ
い
て
は
、
森
安
彦
氏
の
前
掲
に
詳
し
い
が
、
氏
も
手
際
良
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
　
一
揆
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
生
産
関
係
・
流
通
関
係
の
矛
盾
の
解
決
を
め
ざ
し
た
も
の
、
及
び
矛
盾
を
顕
在
化
さ
せ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
山
中
氏
が
「
幕
藩
制
崩
壊
期
に
お
け
る
武
州
世
直
し
一
揆
の
歴
史
的
意
義
」
（
一
九
七
四
年
『
歴
史
学
研
究
大
会
別
冊
特
集
』
）
で
示
さ
れ
た
武
装
し
た
改
革
組
合
に
対
す
る
闘
争
と
し
て
の
側
面
は
、
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
武
州
一
揆
を
流
通
・
生
産
と
の
関
係
で
把
え
た
場
合
と
、
武
装
化
し
た
と
い
わ
れ
る
改
革
組
合
の
存
在
も
ふ
ま
え
た
一
揆
の
解
釈
に
は
相
当
差
が
あ
っ
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
山
中
氏
の
武
州
一
揆
の
理
解
が
改
め
て
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
そ
の
問
い
に
は
、
明
治
維
新
以
降
の
基
礎
構
造
分
析
を
通
じ
、
自
由
民
権
運
動
ま
で
見
通
し
た
分
析
が
有
効
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
、
筆
者
の
力
不
足
か
ら
充
分
な
評
価
も
で
き
ぬ
ま
ま
紹
介
し
て
き
た
が
、
山
中
氏
の
莫
大
な
統
計
を
通
し
た
手
堅
い
分
析
に
は
た
だ
た
だ
敬
服
す
る
ば
か
り
で
あ
り
、
本
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
図
表
は
、
研
究
者
に
多
く
の
デ
ー
タ
ー
を
提
供
し
た
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
註
も
懇
切
丁
寧
で
あ
り
、
多
く
の
点
を
示
唆
し
て
く
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
し
た
多
く
の
研
究
を
予
想
さ
せ
て
や
ま
な
い
。
　
〔
附
記
〕
　
小
稿
は
高
埜
利
彦
先
生
ゼ
ミ
参
加
者
に
よ
っ
て
、
書
評
を
行
な
い
、
大
友
の
責
任
に
お
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ゼ
ミ
で
の
様
々
な
論
点
を
充
分
に
盛
り
込
め
な
か
っ
た
点
、
御
寛
容
を
願
う
。
（
大
友
一
雄
）
　
（
昭
和
五
六
年
一
二
月
刊
、
埼
玉
県
入
間
郡
名
栗
村
教
育
委
員
会
、
　
送
料
共
三
八
〇
〇
円
）
　
山
中
清
孝
　
昭
和
四
六
年
学
習
院
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業
、
昭
和
　
　
五
一
年
同
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
、
現
在
　
　
神
奈
川
県
立
相
模
原
養
護
学
校
教
諭
。
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